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ミスミグループ本社の概要
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売上高成長が継続、ＦＹ１６の売上高は２,５３５億を計画

売上高推移
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240,139

208,562

173,904

134,844

（予）

（百万円）

海外

日本

海外売上高比率が継続して増加

年平均成長率

＋17.1％

海外売上比率

33.6％→44.2%

253,500

※ＦＹ１６下期計画にかかる為替レート（対円）は、１ＵＳドル＝１０３.０円、１ユーロ＝１１５.０円、１人民元＝１５.５円
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業績拡大に向け積極投資を実施しつつも高い収益性を維持

高い収益性
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ＲＯＥ

営業利益率とＲＯＥは継続的に１０％以上を記録

営業利益率

（％）

営業利益

（予）
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株主還元

円／株
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１株当たり配当金の推移

上期
7.61円
(前年同期比
＋0.24円)

16.23円
(前年比＋0.81円)

※２０１５年７月１日をもって１株につき３株の割合で株式分割を実施したため、配当金についても遡及調整 （予）

期末
8.62円
(前年同期比
＋0.57円)

15.42
(前年比＋2.37円)

上期
7.37円

(前年同期比＋0.39円)

期末
8.05円

(前年同期比＋1.98円)

配当性向２５％基準、１６年度上期は７.６１円

１６年度合計は１６.２３円と、６期連続で過去最高更新予定
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経営陣リーダーシップ

取締役会議長 三枝 匡
略歴 ボストン・コンサルティング・グループなどを経て

1986年1月 (株)三枝匡事務所 代表取締役
2001年6月 当社取締役
2002年6月 当社代表取締役社長ＣＥＯ
2008年10月 当社代表取締役会長ＣＥＯ
2014年6月 取締役会議長（現任）

代表取締役社長ＣＥＯ 大野 龍隆
略歴 1987年4月 当社入社

2007年6月 当社取締役執行役員
2008年10月 (株)駿河生産プラットフォーム

代表取締役社長
2013年1月 当社専務取締役
2013年12月 当社代表取締役社長
2014年6月 当社代表取締役社長ＣＥＯ（現任）

２００２年ＣＥＯ就任以来、経営革新・事業成長を実現

更なるビジネスモデル進化・経営革新・事業成長を牽引
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＋

「メーカー事業」
（ＦＡ事業＋金型部品事業）

ミスミオリジナルブランド

「流通事業」
（ＶＯＮＡ事業）

他社メーカーブランド

ユニークな事業を支える「事業基盤（プラットフォーム）」

ミスミ事業モデル（ＱＣＴモデル）の強み

メーカー事業と流通事業のシナジーで顧客に利便性を提供

事業基盤の磨きこみでユニークな事業を支える
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ミスミ事業モデル（ＱＣＴモデル）の強み
（１）メーカー事業
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ＦＡ（ファクトリーオートメーション）事業

金型部品事業
697億円（29.1％）

ＦＡ事業
763億円（31.8％） ＶＯＮＡ事業

937億円（39.1％）

ミスミＱＣＴモデルの浸透により成長が継続

自動車やエレクトロニクス向けに自動機の標準部品を主に扱う

ＦＹ１６は、現地通貨ベースで１４.４％増を計画

ＦＹ１５
（セグメント変更後）

【主な取扱製品】

シャフト タイミングプーリ

リニアガイド アクチュエータ

リニアブッシュ

自動ステージ
ユニット
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金型部品事業

金型部品事業
697億円（29.1％）

ＦＡ事業
763億円（31.8％）

ＶＯＮＡ事業
937億円（39.1％）

自動車や電子・電機機器などの金型部品を主に扱う

ミスミＱＣＴモデル発祥の事業として収益を支える

ＦＹ１５
（セグメント変更後）

ＦＹ１６は、為替影響を受けるも現地通貨ベース６.７％増計画

【主な取扱製品】

①プレス金型用標準部品

②プラ型用標準部品

パンチ ボタンダイ ガススプリング

エジェクタピン スプルーブシュ テーパピン
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「特注品を標準生産」し、確実短納期で顧客に提供

１５年４月、受注製作品標準納期を３日→２日に更に短縮

ミスミＱＣＴモデルの進化により、価格・納期を劇的に改善

主要寸法を

0.01～0.005mm
で寸法指定

最小アイテム数

は800垓
（1兆の800億倍）

受注製作品（ＭＴＯ）の仕組み 標準納期

現
在

改善 改善

従
来

物流生産受注

３日

２日

物流生産受注
▲１/３

改善 改善

改善 改善
標準形状

メーカー事業の強み①



時間勝負の一個流し
小ロット・短納期・最小在庫

中国

タイ

最終仕上工場

日本

船で運送半製品製造工場

ベトナム工場
（2,500人）

半
製
品

＋大ロット生産の利益
世界最適地生産・規模のメリット

顧客
注文

納品

注文

納品

注文

納品

膨大な数の顧客オーダー
に対応半製品

在庫 受注して加工

メーカー事業の強み②

12

「特注品を標準生産」の宿命は、受注事前予測の困難性

変種変量受注環境下、納期とコストの矛盾の同時解消が必須

少品種を大量に
作りこむ

ミスミＱＣＴモデルの本質は「時間戦略」の最大追求

最大800垓
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ミスミ事業モデル（ＱＣＴモデル）の強み
（２）流通事業
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ＶＯＮＡ事業

品揃えの抜本強化と顧客数増により、グループ成長を牽引

生産設備関連部品、製造副資材およびＭＲＯ（消耗品）を販売

ＦＡ事業
763億円（31.8％）

金型部品事業
697億円（29.1％）

ＶＯＮＡ事業
937億円（39.1％）

※ＶＯＮＡ＝Ｖａｒｉａｔｉｏｎ ＆ Ｏｎｅ-ｓｔｏｐ ｂｙ Ｎｅｗ Ａｌｌｉａｎｃｅ

ＦＹ１５
（セグメント変更後）

現地通貨ベースで１７.１％増の高成長を計画

【主な取扱製品】

①配線部品／制御部品・ＰＣ部品

②切削工具／生産加工用品

③ＭＲＯ用品

コネクタ スイッチ ケーブル

台車 作業用手袋 パーツクリーナー

エンドミル ペンチ 旋盤用チップ
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生産間接材の取扱い拡大

ＶＯＮＡ事業の拡大に伴い、取扱ブランド・商品を大幅に拡大

過去１年間で商品数が４００万点増加し、１,６００万点に到達

プレス金型部品
プラ用金型部品

金型
標準部品

切削加工品
機構品
工業用素材

ＦＡメカ
標準部品

配線部品
制御部品

ＦＡエレ
標準部品

切削工具
生産加工用品工具

ミスミ
規格品

商品点数

300万点

取扱分野

生産間接材
データベース

商品数

1,600万点
（2016.6末時点、

2015.10末比400万点増）

梱包・保管用品
保護・環境衛生品
研究開発用品

ＭＲＯ
用品

他メーカー
規格品

商品点数

1,300万点



ＶＯＮＡ事業によるドメイン拡大

生産設備関連部品

２.１兆円

製造副資材・ＭＲＯ

３.５兆円
特注・
ＭＴＯ

標準・
メーカー品

汎用資材・消耗品

製
造
業

設計指定

設計非指定

非製造業

ＶＯＮＡ事業

ミスミメーカー事業
（ＦＡ＋金型部品）

ミスミＱＣＴモデルと親和性の高い製造業にフォーカス

ドメインを生産間接資材市場全体に拡大しワンストップ提供

ものつくり産業に対し高い価値提供を通じユニークさを増幅

生産間接資材市場

国内 ５.６兆円
（直接材含まず）

16
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ｅ流通革命による事業拡大

非効率・高コストな多段階流通をＥＣモデルで独自変革

メーカー事業/事業基盤活用で顧客・サプライヤーに利便性提供

日本の生産間接材
サプライヤー

海外の生産間接材
サプライヤー

顧客への
ダイレクトアクセス

（＝グローバル販売）

サプライヤー

大
企
業

中
小
企
業

生産間接材の
一括購入可

（＝多段階流通解消）

顧客ＶＯＮＡ事業

生産間接材
データベース

金型部品事業

ＦＡ事業

＋

ＥＣプラットフォーム

＋

メーカー事業

ミスミ事業基盤
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百万円

１６年度通期 業績見通し

項目
FY15 FY16

実績 計画 対前年増減率

売上高 240,139 253,500 ＋5.6%

営業利益
（のれん等償却前）※

28,228 29,500 ＋4.5%

利益率 11.8% 11.6% ▲0.2pt

営業利益 25,690 27,200 ＋5.9%

利益率 10.7% 10.7% 0.0pt

経常利益 25,119 26,600 ＋5.9%

当期利益 16,907 17,800 ＋5.3%
※北米ＤＬ社の買収に伴うのれん及びその他無形固定資産の償却前営業利益

売上高・利益ともに６期連続で過去最高の更新を計画

引き続き高い売上成長率を維持（現地通貨ベース１３.１％増）

※ＦＹ１６下期計画にかかる為替レート（対円）は、１ＵＳドル＝１０３.０円、１ユーロ＝１１５.０円、１人民元＝１５.５円
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積極成長戦略を継続、更なる持続成長を目指す

さらなる成長に向けて
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2,535億円

年平均成長率 16.1%

前年比

＋5.6％

成長

連結売上高
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皆様の一層のご支援を
お願い申し上げます


